
生物工学　第97巻　第1号（2019）

いま，大学が 
求められていること

山本　秀策

デジタル革命の急速な進展に立ちすくむだけのそんな日本に，労働人口の減少という国力衰退の始まりが
重なり，再生を期して国を挙げての「生産性向上」「イノベーション創出」のかけ声も，ただ虚しく響くだけ．
今こそ大学は，その「知」を生かし，日本の再生に貢献すべき時ではないか．古くて新しい喫緊の課題である．
知財の視点から私見を述べたい．

2017年3月のネイチャー特別企画冊子は「日本の科学研究は失速か」という問題を提起した．日本の研究
論文数が世界で相対的に減少している．特に物理，生物学，免疫学，コンピュータ科学で，いずれもこれか
ら最重要視される領域である．日本政府の科学への資金が停滞し，各大学は研究者の雇用を短期契約に舵を
切らざるを得なくなったなど，要するに研究費がないのがその理由ではとのこと．
表1は日本の大学のライセンス収入トップ5を示す．表2の米国に比べて日本は2桁少ない．日本の全大
学の合計額も米国のそれより2桁少ない．いったいこれは何だ．

2017年8月のネイチャー・インデックスがイノベーション・ランキング・トップ200を示した．トップ
30までが米国の大学．31位に初めて日本の大阪大学が登場．日本の2位が理研，ランキングにして39位．
日本の3位が京大，ランキングにして53位．特許に引用された研究論文の引用回数から研究論文を評価し
たとのこと．
表3は米国の大学の特許出願件数トップ10を示す．そこに示すノーベル賞受賞者数と高い相関を示し，

同時にライセンス収入とも相関している．この出願件数トップ6位までの大学にノーベル賞が集中し，ライ
センス収入も多額，しかも上記イノベーション・ランキング上位30内にすべて入っている．
つまり，イノベーションの観点から高いランクに評価される研究論文の出る大学にノーベル賞が集中し，

特許出願が多くライセンス収入も多額ということである．
この事実は，これら大学は，特許などの知財に対する認識が高く，かつ上流側に位置する基礎研究から民

間企業に魅力的な下流側の応用研究に至るまで広範にわたって優れた業績を上げているということである．
米国の大学はその存在意義を「社会への還元」と周知していることから，企業への協力という点が重視され，

それが同時に研究者の評価の指標となる．研究の方向は必然的に社会に向かう．ゆえに大学発ベンチャーが

表1．日本の大学ライセンス収入TOP5（2016年度）

順位 大学名 収入額

1 東京大学 7.2億円

2 京都大学 4.6億円

3 日本大学 1.2億円

4 大阪大学 1.2億円

5 東北大学 1.1億円

（日本全大学　26億円）

出典：産学連携実施状況（文科省 平成28年度）

表2．米国の大学ライセンス収入TOP5（2016年）

順位 大学名 収入額
（1ドル100円で換算）

1 ノースウェスタン大学 246億円

2 テキサス大学 216億円

3 ニューヨーク大学 161億円

4 カリフォルニア大学 156億円

5 コロンビア大学 139億円

米国全大学　2,562億円（2016年）

出典：AUTM US Licensing Activity Survey FY2016
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多く輩出され，多額の投資がそれになされる．投資競争は過熱気味で，投資側は少しでも有利なポジション
を占めようと，上流側の基礎研究にも投資対象を広げる．研究者は基礎研究に没頭できるというわけだ．魅
力的で優れた研究をする大学には必然的にお金が集まり，大学はそれを独自に運用し，運用益は研究費に使
われる．
日本は，研究者が伝統的に下流側に位置する応用研究を嫌う．大学発ベンチャーという発想がそもそもな

い．ゆえに民間企業には，その研究成果は魅力的でなく興味もない．その結果，企業にも大学にも研究成果
に対するお金が入ってこない．大学の存在意義に日米間で差はないはず．学問の府にいつまでもとどまって
いては「社会還元」という使命を果たすことは難しい．
「武士は食わねど高楊枝」という古い表現がある．「清貧と体面を重んじるのが武士」という意味である．
もはや「武士」を「研究者」と読み代えて納得している時代ではない．研究費を国に頼る時代も終わっている．
自分の研究費は自分で稼ぐべきで，主体的戦略的に研究活動を立案し実行すれば可能なことである．知財の
威力，特許の威力をしっかり認識し，生かすことだ．
日本政府は，この度，交付金の一部を成果重視で配分する意向を示した．成果の評価はベンチャー設立や

企業との連携とのこと．当然の施策である．大学人は真剣に社会に目を向け，その「知」で研究費を稼ぐこ
とを視野に研究に向うべきで，それが今，社会が大学に求めていることである．それこそが大学が果すべき
「社会への還元」の第一歩であり，日本の再生への貢献ということではないだろうか．
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表3．米国の特許出願件数上位10大学，ノーベル賞受賞者数およびライセンス収入

順位 大学名 特許出願件数* ノーベル賞 
受賞者数**

ライセンス 
収入（億円）***

1 カルフォルニア 962 42 182
2 MIT 652 57 76
3 ジョーンズ・ホプキンス 577 28 15
4 カルフォルニア工科 524 31 29
5 スタンフォード 282 37 67
6 テキサス 278 15 65
7 コロラド 262 10 4
8 ノースウェスタン 254  2 192
9 ジョージア工科 246  2 4

10 ヴァージニア 219  3 7

*AUTM U.S. Licensing Activity Survey FY 2011
**Nobelprize.orgノーベル賞は受賞時に在籍していた大学
***1ドル100円で換算


